
Ⅰ．はじめに

　スギこぶ病は，子のう菌（4）の一種が引き起こすス

ギの病害で，これに罹病すると，枝や葉，場合によって

は幹に大小のこぶが生じ，樹勢が衰え（2，5），枯死

（3）にいたることもある。従来スギこぶ病は，壮齢林

や老齢林に多く発生するとされており，林業的被害は少

ないと考えられていたために今まであまり注目されな

かったが，近年では複層林（上木スギ－下木スギの二段

林）において本病害が発生した例も報告（1，6）されて

いる。

　本県でも，１９９４年に同様の被害が見つかり，被害実態

調査を行った結果，スギ二段林の上木に生じたこぶが感

染源となって下木に感染する可能性が示唆されたほか，

下木においては，本病害に対する感受性にスギ品種間で

有意な差があることが示唆されたため，第５０回日本林学

会九州支部大会で発表した。（6）

　今回は，前回調査から６年経過した当地における本病

害の被害状況の推移および被害木（下木）が受けた影響

について調査を行い，複層林施業に適したスギ品種につ

いて考察したので報告する。

Ⅱ．調査地の概要と方法

　調査地および植栽木の概要を表－１～３に示した。調

査した林分は，スギの耐陰性試験の目的で１９８７年に樹下

植栽を行い，スギ二段林となったものである。上木は７１

年生の実生スギで，下木は県内外産のスギの代表的品種

及び耐陰性候補クローン等である。

　当地において，毎木調査および被害状況の調査を行っ

たが，前回の調査（１９９４年実施）と同様に，本病害による

被害の程度を判定する基準として，表－４のとおり５段

階の評価基準（以後被害度）を設定し，これにより調査地

内のすべての下木について被害程度の調査を行った。ま

た，激害を受けている下木１個体についてこぶの数，直
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表－１　地況

佐賀郡富士町上無津呂場所名

 ５７５m標高

０．１４８７ha調査地面積

１０～１５゚傾斜

花崗閃緑岩母岩

ＢＤ土壌型

表－２　林況
樹種 スギ（実生スギ）　上木
林齢  ７１年　
平均樹高 ２０．３０m　
平均胸高直径  ３４．９cm　
立木密度  ５０４本／ ha　
樹種 スギ（耐陰性品種等１８クローン）　下木
林齢 １３年　
平均樹高 ３．４７m　
平均胸高直径 ３．６cm　
立木密度 ２，２１０本／ ha 　
林内照度７．０％（地上高１．２m地点）

表－３　下木の内訳

名　　　称分　類

＊Ｔ山内１，２，３，４，５号
県内産耐陰性
候補クローン

シンシロスギ，オオノスギ県内産在来品種
伊万里１号，２号，佐賀３号
藤津１，５，１４号，唐津８号

県内産精英樹

ヒズモスギ，桑名スギ，
八女６号，サンブスギ

県外産品種

＊耐陰性候補木として選抜されたクローンを示す

表－４　スギこぶ病被害の判定基準（下木）

判　定　基　準被害度

全くこぶが見られない。０
枝や葉に１０mm未満のこぶが見られるが，数
は少ない。

１

枝や葉にこぶがやや多いが，幹には見られな
い

２

枝や葉にこぶが多く，幹にも６０mm未満のこ
ぶが見られる

３

こぶが多く，幹に６０mm以上の大きさのこぶ
が見られる

４



径，こぶがついている部位を調査した。

　さらに，こぶがついている下木の幹部のサンプルを採

取し，こぶ組織およびこぶ周辺のスギ組織の観察を行い，

材質面での影響を考察した。なお調査は２０００年８月から

１０月にかけて行った。

Ⅲ．結　果

　（１）こぶの着生状況

　激害（被害度４）を受けている下木１個体について，こ

ぶの着生状況を調査した結果を表－５に示す。調査した

下木には合計１５１個のこぶがあり，そのうち約半数は２・

３年生枝にあった。また，比較的古い枝や幹には大きな

こぶがみられた。こぶは主として２年生前後の若枝に生

じ，年々肥大し続ける（4，5）とされていることから，

この被害木には長期間にわたってこぶが発生し続け，か

つ肥大し続けていると思われる。

　（２）被害度の経年変化

　下木の被害度調査の結果を表－６に示す。今回調査し

た全下木の約８割にあたる２６０本にこぶが見つかった。

被害度の平均は１．８４であり，前回（１９９４年）調査時の

０．９６から上昇した。また，品種毎の被害度平均もすべて

の品種で上昇しており，当地では本病害による被害はよ

り深刻化していると思われる。

　（３）感受性（抵抗性）のクローン間差異

　下木のクローン毎の被害度平均は，表－７に示すとお

り１％水準で有意な差があった。

　また，図－１のとおり，オオノスギ及び伊万里２号等

は被害度が高く，本病害に対する感受性が高い（抵抗性

が低い）と考えられる。

　逆に，耐陰性山内１号（以後Ｔ山内１号），同２号，

シンシロスギ等は被害度が低く，本病害に対する感受性

が低い（抵抗性が高い）と考えられる。

　（４）成長に対する影響

　品種毎の被害度，樹高，胸高直径の関係を調べたが，

図－２に示すとおり有意な関係はみられなかった。同様

に，同一品種内で単木毎の被害度と，樹高及び胸高直径

との関係を調べたが有意な関係は認められなかった。こ

れらのことから，現段階では本病害が下木の成長に与え

る影響は認められなかった。

　（５）材質に対する影響

　約１００㎜大のこぶがある下木の幹の部分をサンプルと

して採取し，約２cmの輪切りにして観察した結果，福

田ら（4）の報告にもあるとおり，こぶ組織内は形成層，

木部，師部が分化し独特の構造をしており，スギの健全

な組織とは全く異なっていた。（写真－３）

　また，こぶ組織はスギ健全組織を上回る勢いで活発に

成長しており，スギ健全組織の成長を阻害しているため，

幹の断面が徐々にいびつになるだけでなく，スギの外樹

皮の一部が巻き込まれ，腐朽の原因になる可能性も懸念

される。（写真－４）

　このように幹にこぶが生じている場合，その部分は通

常の建築用材としての価値はないとみられるため，材質

面での実質的な損失は極めて大きいと思われる。

Ⅳ．考　察

  このようなことから，前回および今回の調査結果によ

り，次のことが示唆された。

　（１）スギ二段林の上木が本病害に感染していた場合は，

それが感染源となって下木に伝染する可能性が高い。若

齢木が感染する例がこれまでほとんどなかったのは，ス

ギ二段林自体が少なかったためとも思われる。

　（２）本病害に対する感受性は，スギのクローン間で有

意な差があり，オオノスギ，伊万里２号等は非常に高く

逆にＴ山内１号，２号，シンシロスギ等は感受性が低く，

こぶ病に対する抵抗性が高いと考えられる。

　（３）本病害に侵された場合，その被害木が成長面での

影響を受けるかどうか現段階では不明であるが，幹にこ

ぶがある場合，材質面ではほぼ致命的なダメージを受け

ている可能性が高い。このため，幹にこぶがついている

下木は間伐等によりすみやかに除去すべきと思われる。

Ⅴ．まとめ

  近年，複層林施業が注目され，各地でスギの壮・老齢

林の樹下にスギを植栽する，いわゆるスギ－スギ二段林

が増えつつあるが，このような林分はスギこぶ病が蔓延

するおそれが高まるため，今後深刻な問題となることが

懸念される。

　そこで，スギこぶ病が発生しやすいとされる陰湿な気

象条件（5）の場所や，既に立木にスギこぶ病が発生し

ている場所で複層林を造成する場合は，Ｔ山内１，２号，

シンシロスギ等のようなスギこぶ病に感受性の低い（抵

抗性の高い）スギ品種あるいはスギ以外の樹種を下木に

選定すべきと思われる。

引用文献

（1）佐野信幸・松永伸行：日林中支論，３９，１０１～

１０２，１９９１

（2）高橋和博・堀田隆：日林九支研論，３１，２２１～

２２２，１９７８

（3）長野愛人・樋口勝人：日林九支講，１５，６１～

６２，１９５９

（4）福田健二・鈴木和夫：日林誌，６８，４６２～４６６，１９８６

（5）小林享夫：庭木・花木・林木の病気，１７３，養賢堂，

東京，１９８８

（6）宮崎潤二：日林九支研論，４８，６１～６２，１９９５

日林九支研論文集　�５４　２００１．３

96



日林九支研論文集　�５４　２００１．３

97

表－５　こぶの着生部位別数と大きさ

平均径mm（％）数 こぶのある部位

――０当年生枝

３．７２５．８％３９２年生枝

６．２２３．８％３６３年生枝

８．２２７．８％４２４年生枝

７．２１７．９％２７＊枯枝

３７．０４．６％７幹

７．８１５１計

＊枯枝は枝の年齢が不明のため別扱いとした

表－６　被害度別本数の推移

被害度
平均

被 害 度 別 本 数
 調査年クローン名

計４３２１０
３．１０２９７１８４１９９４

オオノスギ
３．９０２９２６３２０００
１．７８１８３８７１９９４

伊万里２号
３．５９１７１１５１２０００
１．６５２３３１０９１１９９４

八女６号
３．１８１７３１４２０００
１．９０１０１７２１９９４

唐津８号
２．７０１０７３２０００
１．２５１６２３８３１９９４

藤津１号
２．６０１５１７７２０００
２．２８１８８７３１９９４

Ｔ山内３号
２．５０１８１０７１２０００
１．３３１８８８２１９９４

佐賀３号
１．９４１８２１３３２０００
０．８９２８２２１５１９９４

ヒズモスギ
１．８９２８６１４７１２０００
０．６３２４１３６１４１９９４

桑名スギ
１．８８２４６１０７１２０００
０．０８１３１１２１９９４

Ｔ山内５号
１．６９１３２２２４３２０００
０．２０１５３１２１９９４

Ｔ山内４号
１．６４１４３４６１２０００
０．２７１１１１９１９９４

藤津５号
１．５６９６２１２０００
０．４１２９１１７２０１９９４

サンブスギ
１．５５２９５７１６１２０００
０．１１１８２１６１９９４

藤津１４号
１．１７１８５１１２２０００
０．４０１５１４１０１９９４

伊万里１号
０．６７１５２６７２０００
０．００１０１０１９９４

Ｔ山内２号
０．１０１０１９２０００
０．００１７１７１９９４

Ｔ山内１号
０．０６１７１１６２０００
０．００３０３０１９９４

シンシロスギ
０．０３３０１２９２０００
０．９６３４２７３７５５８２１６１１９９４

計
１．８４３３１４３７０８１６６７１２０００

表－７　分散分析表（被害度のクローン間差異） **:１％有意 *:５％有意

判定Ｐ　値Ｆ　値平均平方自由度偏差平方和要　因

**０．００００５９．３０３７２６．３９４９６１７４４８．７１４３因子Ａ

0．445081314139．75558誤差

331588．46988全体

図－１　被害度平均のクローン間差異

図－２　こぶ病が被害木の成長に与える影響
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写真－１　若い枝にあるこぶ 写真－２　幹にあるこぶ

写真－３　こぶ組織周辺の構造１　 写真－４　こぶ組織周辺の構造２


